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第４９回： 北京の５５日 

 

この前、むかしの中国駐在時代の友人に会ったら、ふだん温厚な彼がえらく憤慨していた。わけを聞くと

彼の会社が中国の事務所を閉鎖することになったのだが、１０数年も勤務した現地スタッフの再就職の世話

を日本人の誰も見ていない。だから東京にいる彼がいま職探しに協力しているのだという。退職金さえ払え

ばそれでお仕舞いと思っているのか、非道い会社もあったものだ。こんな会社がこれから中国で生き残れる

かどうか、そんなことに興味はないが、この話を聞いて一昔前にバブル崩壊で破綻した邦銀や証券会社の

駐在員たちのことを思い出した。事務所や支店を閉鎖することになった当時の日本人駐在員たちは自分た

ちの身の振り方すら決まってないのに、必死になって中国人社員の再就職先を探していたものである。別に

誰から命令されたわけでもないのだが、縁あって一緒に働いた仲間の面倒を見るのは当然だと日本の企業

戦士たちは判断したのである。彼らと特別仲が良かったわけではないが、同じ頃に彼らと現地で一緒に働

いたことを今でも誇りに思っている。海外で働く日本人はその職務の範囲内において一国を代表するもので

ある。むかしから外国人が日本人を高く評価してきたのは、その律儀さと謙虚さだったのではないだろうか。 

 

日本が大平の眠りから無理やり起こされ、外国人たちと付き合うようになった明治以降、日本人として初

めて世界から称賛された人物は北清事変で活躍した北京駐箚武官・柴五郎中佐（後に大将 1860～1945）で

あろう。清朝の末期、山東省付近で発生した拳匪（英語で Boxer）による騒擾事件が義和団の乱に拡大し、

当初は暴動収拾に動いていた清朝政府が１９００年６月、突如義和団の掲げる「扶清滅洋」に呼応し、北京

の列強外交団に宣戦布告する事態となった。当時各国公使館は居留民保護のため若干名の軍人を駐在さ

せていたが、最多の英国で８０名、日本は３０名弱、八カ国の全兵力を集めても５００名弱と、三個中隊にも

満たない規模であった。八カ国の外交団は義和団による虐殺から逃れて来た数千名の現地キリスト教民を

見捨てておけず、彼らを城内に保護しつつ暴徒の襲撃に立ち向かうことになった。 

場所は天安門広場のやや東側の公使館街。天安門の楼上から広場を見渡せば、右に人民大会堂、左に

歴史博物館が望めるが、その博物館の東側一帯である。ハリウッド映画「北京の５５日（１９６３年公開）」で

は、デビット・ニーヴン扮する英国マクドナルド公使（映画ではロバートソン卿）と米国海兵隊長ルイス少佐

（チャールトン・ヘストン）が戦闘を指揮し、これに白衣の天使としてロシア伯爵夫人（エヴァ・ガードナー）が

絡む。主役は若かりし頃のヘストン。海兵隊指揮官として馬上から「お前ら、物を手に入れたら必ず金を払

えよ！中国は文明国だから中国人をインディアンのように扱ってはならん！」と行軍中の部下に向かって、

とんでもない訓示を垂れていたのを覚えている。海兵隊の将校は昔から勇猛果敢、常に最前線で指揮する

ことで知られているが、はっきり言って兵隊連中のガラが悪く、沖縄県民だけでなく世界中から嫌われてい

るのである。 

１９００年に勃発した紫禁城攻防戦において、連合軍を率いて最前線で指揮を執ったのは、マクドナルド

公使の委任を受けた日本帝国陸軍の柴五郎中佐であった。映画では脇役だが伊丹十三が寡黙な指揮官を

演じている。彼は粛親王府を防御の拠点とするが、武器は少なく兵員も足りない。日本の居留民も戦える者
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は刺身包丁や中国のダンビラを腰に差して義勇軍に加わるが、多勢に無勢で絶望的な戦いを強いられる。

しかし、柴五郎中佐は天津から連合軍が救援に駆け付けるまでの５５日間、驚異的な粘り強さで散兵線を

守り抜く。防御戦のさなか、彼の脳裏にあったのは、むかし自分たちが守り切れず、多くの犠牲者を生んだ

故郷の城であったに違いない。 

 

柴五郎は会津藩士（２８０石）の五男に生まれ、幸せな幼年時代を過すが、８歳のとき戊辰戦争に巻き込

まれる。会津若松城攻防戦における一族の犠牲は大きく、祖母から７歳の妹に至るまで一族の大半の女性

が自刃している。賊軍の出身として若いころに辛酸を嘗めるが、着のみ着のまま東京に出てきた彼を会津

藩家老職の山川家が援助する。当主の山川浩（後に男爵）も一族郎党や書生たちを抱え大変苦しい生活だ

ったようだが、着るものもない柴五郎のために彼の母親が米国留学中の娘（捨松＝後の大山巌公爵夫人）

の着物を縫い変えて彼に着せてやったこともある。彼は同郷人たちの支援のお陰で、何とか陸軍幼年学校

に入学し軍人の道を歩み始める。陸軍士官時代の同期生には「坂の上の雲」に登場する騎兵の秋山好古

（大将）や工兵の上原勇作（元帥大将）がいる。柴五郎の出身兵科は砲兵だが、中国語を勉強して諜報畑に

進む。陸軍中尉のとき身分を偽って福建省の写真館に潜り込んだこともある。英語とフランス語も堪能であ

ったようで、日清戦争の前後に２度英国にも駐在している。その彼が中佐のとき清国公使館附の駐箚武官

を命じられ、義和団の乱に遭遇することになる。 

 

最終的に籠城は５５日に及び、天津から駆け付けた連合軍の北京入城が辛うじて間に合い、居留民たち

は解放される。間に合わなければ「アラモの砦」となったであろう。マクドナルド公使は奇跡の籠城戦の功績

は柴五郎中佐にあると称え、日本軍の勇敢さと礼儀正しさを絶賛した。柴五郎の名は英国のザ・タイムズ紙

でも大きく報道され、彼自身も明治天皇の前で籠城戦の経緯を奏上する栄誉に浴すことになる。ところが、

柴五郎は自分の手柄を一切語らず、講演会に担ぎ出されても功績を総指揮官のマクドナルド公使に譲り、

一方作戦上の失敗は全て自分の責任であったと人に語っている。有事の際は自ら最前線で「我に続け！

（Follow me！）」と号令する勇猛な軍人が、戦いが終われば温厚な紳士として「お先にどうぞ（After you）」と

謙譲の美徳を発揮する。マクドナルド公使はその後、北京から東京勤務に転出し、駐日公使として日英同盟

交渉に立ち会うことになる。日本が本当に信用できる国なのか、日英同盟がコンサート・オブ・パワーズに悪

影響を与えないか、英国側にいろいろ意見もあったようだが、日本人柴五郎が北京で欧米人たちに与えた

強烈な印象が同盟交渉に極めて有利に働いたことは間違いない。 

因みに義和団の乱で北京がようやく解放されたとき、八カ国連合軍のなかで略奪に加わらなかったのは

日本軍だけであり、一方司令官自ら率先して略奪行為を働いたのがロシアである。略奪将軍のリネウィッチ

中将はそれから５年後、奉天においてロシア第一軍司令官（大将）としてワーテルローを凌駕する史上最大

の作戦を指揮し、一敗地に塗れることになる。    

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。                                   

                      平成２２年５月１２日     
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ご投資にあたっての注意事項 
手数料等およびリスクについて 

①株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2075％（税込み）（約定代金が260,869円以下の場合は、

3,150 円（税込み））の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得いただく場合には、購入

対価のみをお支払いいただきます。 

 国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8400％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 外国株式は、株価の変動および為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0840％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.20％（税込み）（約定

代金が2,625 円に満たない場合は、2,625円（税込み））の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が

必要となります。 

 株価指数先物・株価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損

失が生じるおそれがあります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


